
質
問
一

市
民
協
働
で
ど
こ
ま
で
人
件

費
を
削
減
で
き
る
の
か
。

二

市
民
の
負
担
増
か
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
削
減
か
。

三

市
民
が
担
う
公
共
と
行
政
が
担
う

公
共
の
区
分
け
。

四

積
極
的
な
土
地
利
用
（
住
宅
政
策

等
）
か
環
境
保
全
か
。

五

鶴
ヶ
島
市
の
教
育
力
の
実
力
と
教

育
費
の
今
後
。

六

必
要
と
さ
れ
る
福
祉
と
提
供
で
き

か
い

り

る
福
祉
の
乖
離
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

市
民
協
働
は
、
行

政
経
費
の
削
減
を
目
的
と
し
た
も
の
で

な
く
、
豊
か
な
地
域
社
会
を
創
造
し
て

い
く
上
で
重
要
な
手
法
の
一
つ
で
あ

る
。

二

行
政
改
革
の
推
進
に
よ
り
、
健
全

な
財
政
運
営
と
効
率
的
で
質
の
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
む
。

三

行
政
と
市
民
と
で
話
し
合
い
に
よ

り
、
よ
り
良
い
分
担
の
在
り
方
を
一
緒

に
な
っ
て
作
り
上
げ
て
い
く
。

四

調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用
を
進
め

て
い
く
。

五
（
教
育
委
員
長
）

効
果
の
あ
る
学

校
と
し
て
の
素
地
は
十
分
備
え
て
お

り
、
教
育
力
の
実
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
。

今
後
も
必
要
な
教
育
費
の
確
保
に
努
め

る
。

六
（
市
長
）

市
民
が
求
め
る
福
祉
サ

ー
ビ
ス
に
対
し
て
、
行
政
が
十
分
に
応

え
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

質
問
一

現
時
点
ま
で
県
と
は
ど
の
よ

う
な
協
議
を
し
て
き
た
か
。

二

移
転
後
の
緑
地
管
理
を
市
民
団
体

に
委
託
す
る
考
え
は
。

三

農
産
物
直
売
所
の
機
能
強
化
や
設

備
更
新
な
ど
、
現
在
の
支
援
状
況
は
。

四

農
業
後
継
者
の
育
成
へ
の
取
り
組

み
支
援
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

県
と
市
の
間
の
共

通
認
識
は
図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え

る
。
今
後
も
基
本
構
想
の
策
定
に
積
極

的
に
関
わ
っ
て
い
く
。

二

県
と
の
調
整
の
中
で
、
地
元
の
意

向
を
く
み
、
多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
、

良
好
な
状
態
が
持
続
で
き
る
よ
う
検
討

を
進
め
て
い
く
。

三

い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
促
進
し
、
農
産
物
の
安
定
供
給
等

に
対
応
し
て
い
る
。

担
い
手
の
発
掘
や
育
成
、
優
良
農
地

の
確
保
と
保
全
、
環
境
に
配
慮
し
た
農

業
の
普
及
啓
発
、
地
産
地
消
の
取
り
組

み
を
進
め
る
な
ど
、
支
援
を
続
け
て
い

る
。

四

今
後
も
後
継
者
不
足
の
状
況
は
変

わ
ら
な
い
と
考
え
る
。
今
ま
で
の
施
策

に
加
え
て
、
定
年
退
職
等
に
よ
る
帰
農

者
へ
の
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

企
業
撤
退
跡
地
活
用
に
つ
い
て

二

超
高
齢
社
会
へ
の
対
応
に
つ
い
て

三

施
設
使
用
料
有
料
化
後
の
状
況
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